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中1生の森 成果がくっきりと

原市場の森に雪！第103号
   令和5年2月11日
原市場子ども応援団
地域応援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

大野　康

参加者(敬称略）

2月5日：高野満,渡部毅,芦川恵美,大野弘
伊東寛信､番場武臣,鈴鹿博章,岡村光章
木下博蘊,鈴木昭一,本橋延孔､谷口昭一

小見山実,西脇拓朗､大野康

　2月5日(日)午前8時から10時まで、15名が参加してｴﾘｱABの草刈･遊歩道整備､ｴ
ﾘｱCの草刈･ｴﾘｱDの間伐6本を行いました。
　2月10日には南岸低気圧の影響で原市場は大雪になりました。11日に森の巡回
をして状況を把握しました。雪が積もると､普段分かりづらい変化が目に見える形で
はっきりします。ｴﾘｱABでは草刈･遊歩道整備の成果が明瞭となりました。ｴﾘｱBの
中1生の森では中学生の頑張りが､雑木林の地面に表れています。またｴﾘｱCの鹿
防護柵内の奥地で藪が深くなって立ち入れなかった柵境界が､ここ数ヶ月の作業で
きれいになっていました。間伐が進んだﾌﾟｰﾙ上斜面のｴﾘｱDでも､かなり明るい森に
なりました。
　来月まちづくり推進委員会(子ども達と原市場を元気にする事業実行委員会)の支
援を受けて行われる植樹会では､枝垂桜･河津桜･吉野桜と、ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ10本を植え
る予定です。どの場所に何をどう植えるか､考える上で今回の降雪は貴重な情報を
もたらしてくれました。
　ここで、飯能市森林文化都市基金緑化支援事業補助金と、埼玉県川越農林振興
ｾﾝﾀｰ林業部からの森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成事業補助金の事業報告書を提出します。
　ご尽力くださった関係各位に深く感謝申し上げます。

　
　2月10日・降雪

↑三ツ山から

草刈･遊歩道整備の成果！

枝垂桜の丘のｼﾝﾎﾞﾙ
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ｴﾘｱC鹿防護柵堺,草刈で明瞭に


